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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月9日(2010.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に挿入した
後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能であり、
前記開放モード時に、前記部材チャネルが前記入口と前記出口とを流体連通する、回転部
材と；
　前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢する弾力部材であり、前記回転部材が、前
記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、前記弾力部材に沿って摺動する、弾力
部材
　を含む、医療弁。
【請求項２】
　前記回転部材が、前記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、請求項１に記載の
医療弁。
【請求項３】
　前記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね近位に露出された第
二表面とを有し、前記部材チャネルが、前記第一表面と第二表面の間に伸びる、請求項１
に記載の医療弁。
【請求項４】
　前記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、請求項３に記載の医療弁。
【請求項５】
　前記第一表面が、前記弾力部材とともに摺動シールを形成する密封部分を有する、請求
項３に記載の医療弁。
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【請求項６】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項１に記載の医療弁。
【請求項７】
　前記スワブ可能部材が、中を通る再閉鎖可能な開口を有する、請求項６に記載の医療弁
。
【請求項８】
　前記弾力部材が、前記回転部材を支持する凹面を有する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項９】
　前記凹面が、前記回転部材と合っている、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１０】
　前記凹面が、第一曲率半径を伴う実質的に球形を有し、前記回転部材が、前記第一曲率
半径と実質的に同じ第二曲率半径を伴う、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面を有す
る、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１１】
　前記回転部材が、前記凹面に接触する第一表面を有し、前記第一表面および凹面が、異
なる形を有する、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１２】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、前記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、前記回転部材が、前記部材チャネルのまわりを流体密封するために前記ワ
イピングシールを押圧する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１３】
　前記弾力部材が、前記弁が前記開放モードであるときに変形された弾力部材材料を受け
取るための、空隙を有する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１４】
　前記弾力部材が、前記ハウジングに化学的に結合される、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１５】
　前記部材チャネルが、長寸法と、前記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、前記回転部材が、前記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、請
求項１に記載の医療弁。
【請求項１６】
　前記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、請
求項１５に記載の医療弁。
【請求項１７】
　前記医療用具の接続の間に、前記出口で正の流体移動が生じ、前記医療用具の取り外し
の間に、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１８】
　前記回転部材が、前記入口と前記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１９】
　前記医療用具が近位に進められるに伴い、前記回転部材が異なる角速度で回転し、前記
弁が前記開放モードから前記閉鎖モードへ移行するに伴い、前記角速度が減少する、請求
項１に記載の医療弁。
【請求項２０】
　前記医療用具が、シリンジ、管、または流体輸送デバイスの雄ポートのうちの一つであ
る、請求項１に記載の医療弁。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３８】
　本発明はまた、以下の項目を提供する。
（項目１）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に挿入した
後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能であり、
上記開放モード時に、上記部材チャネルが上記入口と上記出口とを流体連通する、回転部
材と；
　上記回転部材を上記閉鎖モードに向けて付勢する弾力部材であり、上記回転部材が、上
記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、上記弾力部材に沿って摺動する、弾力
部材
　を含む、医療弁。
（項目２）
　上記回転部材が、上記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、項目１に記載の医
療弁。
（項目３）
　上記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね近位に露出された第
二表面とを有し、上記部材チャネルが、上記第一表面と第二表面の間に伸びる、項目１に
記載の医療弁。
（項目４）
　上記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、項目３に記載の医療弁。
（項目５）
　上記第一表面が、上記弾力部材とともに摺動シールを形成する密封部分を有する、項目
３に記載の医療弁。
（項目６）
　上記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、項目１に記載の医療弁。
（項目７）
　上記スワブ可能部材が、中を通る再閉鎖可能な開口を有する、項目６に記載の医療弁。
（項目８）
　上記弾力部材が、上記回転部材を支持する凹面を有する、項目１に記載の医療弁。
（項目９）
　上記凹面が、上記回転部材と合っている、項目８に記載の医療弁。
（項目１０）
　上記凹面が、第一曲率半径を伴う実質的に球形を有し、上記回転部材が、上記第一曲率
半径と実質的に同じ第二曲率半径を伴う、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面を有す
る、項目８に記載の医療弁。
（項目１１）
　上記回転部材が、上記凹面に接触する第一表面を有し、上記第一表面および凹面が、異
なる形を有する、項目８に記載の医療弁。
（項目１２）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、上記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、上記回転部材が、上記部材チャネルのまわりを流体密封するために上記ワ
イピングシールを押圧する、項目１に記載の医療弁。
（項目１３）
　上記弾力部材が、上記弁が上記開放モードであるときに変形された弾力部材材料を受け
取るための、空隙を有する、項目１に記載の医療弁。
（項目１４）
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　上記弾力部材が、上記ハウジングに化学的に結合される、項目１に記載の医療弁。
（項目１５）
　上記部材チャネルが、長寸法と、上記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、上記回転部材が、上記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、項
目１に記載の医療弁。
（項目１６）
　上記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、項
目１５に記載の医療弁。
（項目１７）
　上記医療用具の接続の間に、上記出口で正の流体移動が生じ、上記医療用具の取り外し
の間に、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、項目１に記載の医療弁。
（項目１８）
　上記回転部材が、上記入口と上記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、項目１に記載の医療弁。
（項目１９）
　上記医療用具が近位に進められるに伴い、上記回転部材が異なる角速度で回転し、上記
弁が上記開放モードから上記閉鎖モードへ移行するに伴い、上記角速度が減少する、項目
１に記載の医療弁。
（項目２０）
　上記医療用具が、シリンジ、管、または流体輸送デバイスの雄ポートのうちの一つであ
る、項目１に記載の医療弁。
（項目２１）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に挿入した
後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能であり、
上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通する、回転
部材と；
　上記回転部材を支持する凹面を有する弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目２２）
　上記弾力部材が、上記回転部材を上記閉鎖モードに向けて付勢する、項目２１に記載の
医療弁。
（項目２３）
　上記回転部材が、上記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、上記弾力部材に
沿って摺動する、項目２１に記載の医療弁。
（項目２４）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路を有し、上記開放モード時に、上記部材流体経
路が上記入口と出口との間の流体チャネルの一部であり、上記回転部材が、上記開放モー
ドと閉鎖モードの間を回転するときに、上記弾力部材に沿って摺動する、項目２１に記載
の医療弁。
（項目２５）
　上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記閉鎖モード時に、上記弾力部材が、上記部
材チャネルの上記遠位開口部を実質的にカバーする、項目２１に記載の医療弁。
（項目２６）
　上記回転部材が、上記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、項目２１に記載の
医療弁。
（項目２７）
　上記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
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有し、上記部材チャネルが、上記第一と第二表面の間に伸びる、項目２１に記載の医療弁
。
（項目２８）
　上記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、項目２７に記載の医療弁。
（項目２９）
　上記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、項目２１に記載の医療弁。
（項目３０）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、上記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、上記回転部材が、上記部材チャネルのまわりを流体密封するために上記ワ
イピングシールを押圧する、項目２１に記載の医療弁。
（項目３１）
　上記弾力部材が、上記弁が上記開放モードであるときに、変形された弾力部材材料を受
け取るための、空隙を有する、項目２１に記載の医療弁。
（項目３２）
　上記弾力部材が、上記ハウジングに化学的に結合される、項目２１に記載の医療弁。
（項目３３）
　上記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、上記近位開口部が、上記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、項目２１に記載の医療弁。
（項目３４）
　上記部材チャネルが、長寸法と、上記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、上記回転部材が、上記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、項
目２１に記載の医療弁。
（項目３５）
　上記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、項
目３４に記載の医療弁。
（項目３６）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングであり、上記ハウジングが、上記開放モード時に、上
記入口と上記出口との間に流体チャネルを含む、ハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、上記弁を上記閉鎖モードから上
記開放モードに移行させるために回転可能であり、上記開放モード時に、上記部材チャネ
ルが、上記入口と上記出口とを流体連通する、回転部材と；
　中を通る部材流体経路を有する弾力部材であり、上記部材流体経路が、上記開放モード
時に上記流体チャネルの一部であり、上記回転部材が、上記開放モードと閉鎖モードの間
を回転するときに、上記弾力部材に沿って摺動する、弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目３７）
　上記回転部材が、医療用具を上記入口に挿入した後に、回転可能である、項目３６に記
載の医療弁。
（項目３８）
　上記弾力部材が、上記回転部材を上記閉鎖モードに向けて付勢する、項目３６に記載の
医療弁。
（項目３９）
　上記弾力部材が、上記回転部材を支持する凹面を有する、項目３６に記載の医療弁。
（項目４０）
　上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記弾力部材が、上記部材チャネルの上記遠位
開口部をカバーする、項目３６に記載の医療弁。
（項目４１）
　上記回転部材が、上記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、項目３６に記載の
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医療弁。
（項目４２）
　上記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
有し、上記部材チャネルが、上記第一表面と第二表面の間に伸びる、項目３６に記載の医
療弁。
（項目４３）
　上記第一表面が、上記弾力部材とともに摺動シールを形成する密封部分を有する、項目
４２に記載の医療弁。
（項目４４）
　上記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、項目３６に記載の医療弁。
（項目４５）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、上記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、上記回転部材が、上記部材チャネルのまわりを流体密封するために上記ワ
イピングシールを押圧する、項目３６に記載の医療弁。
（項目４６）
　上記弾力部材が、上記ハウジングに化学的に結合される、項目３６に記載の医療弁。
（項目４７）
　上記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、上記近位開口部が、上記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、項目３６に記載の医療弁。
（項目４８）
　上記部材チャネルが、長寸法と、上記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、上記回転部材が、上記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、項
目３６に記載の医療弁。
（項目４９）
　上記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、項
目４８に記載の医療弁。
（項目５０）
　上記医療用具の接続の間に、上記出口で正の流体移動が生じ、上記医療用具の取り外し
の間に、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、項目３６に記載の医療弁。
（項目５１）
　上記回転部材が、上記入口と上記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、項目３６に記載の医療弁。
（項目５２）
　上記医療用具が遠位に進められるに伴い、上記回転部材が異なる角速度で回転し、上記
弁が、上記閉鎖モードから上記開放モードへ移行するに伴い、上記角速度が増加する、項
目３６に記載の医療弁。
（項目５３）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に挿入した
後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能であり、
上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記開放モード時に、上記入口と上記出口とを流
体連通する、回転部材と；
　上記閉鎖モード時に、上記部材チャネルの上記遠位開口部を実質的にカバーする弾力部
材
　を含む、医療弁。
（項目５４）
　上記弾力部材が、上記閉鎖モード時に上記部材チャネルの上記遠位開口部をカバーする
カバー部分を有し、上記カバー部分が、上記部材チャネルを密封しない、項目５３に記載
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の医療弁。
（項目５５）
　上記弾力部材が、上記閉鎖モード時に上記部材チャネルの上記遠位開口部をカバーする
カバー部分を有し、上記カバー部分が、上記部材チャネルを流体密封する、項目５３に記
載の医療弁。
（項目５６）
　上記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、上記遠位開口部が、上記弾力部材
に沿って摺動する、項目５３に記載の医療弁。
（項目５７）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路を有し、上記開放モード時に、上記遠位開口部
が上記部材流体経路と流体連通する、項目５３に記載の医療弁。
（項目５８）
　上記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
有し、上記部材チャネルが、上記第一表面と第二表面の間に伸びる、項目５３に記載の医
療弁。
（項目５９）
　上記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、項目５８に記載の医療弁。
（項目６０）
　上記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、項目５３に記載の医療弁。
（項目６１）
　上記弾力部材が、上記回転部材を支持する凹面を有する、項目５３に記載の医療弁。
（項目６２）
　上記凹面が、上記回転部材と合っている、項目６１に記載の医療弁。
（項目６３）
　上記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、上記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、上記回転部材が、上記部材チャネルのまわりを流体密封するために上記ワ
イピングシールを押圧する、項目５３に記載の医療弁。
（項目６４）
　上記弾力部材が、上記弁が上記開放モードであるときに変形された弾力部材材料を受け
取るための、空隙を有する、項目５３に記載の医療弁。
（項目６５）
　上記弾力部材が、上記ハウジングに化学的に結合される、項目５３に記載の医療弁。
（項目６６）
　上記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、上記近位開口部が、上記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、項目５３に記載の医療弁。
（項目６７）
　上記部材チャネルが、長寸法と、上記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、上記回転部材が、上記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、項
目５３に記載の医療弁。
（項目６８）
　上記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、項
目６７に記載の医療弁。
（項目６９）
　上記医療用具の接続の間に、上記出口で正の流体移動が生じ、上記医療用具の取り外し
の間に、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、項目５３に記載の医療弁。
（項目７０）
　上記回転部材が、上記入口と上記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、項目５３に記載の医療弁。
（項目７１）
　上記医療用具が遠位に進められるに伴い、上記回転部材が異なる角速度で回転し、上記
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弁が、上記閉鎖モードから上記開放モードへ移行するに伴い、上記角速度が増加する、項
目５３に記載の医療弁。
（項目７２）
　上記ハウジングから伸びてＹサイトチャネルを形成するＹサイトブランチをさらに含み
、
上記開放モード時に、上記Ｙサイトチャネルが上記出口と流体連通する、項目５３に記載
の医療弁。
（項目７３）
　医療弁を患者に接続するステップであり、上記医療弁が、入口と出口とを有するハウジ
ングと、部材チャネルを伴う回転部材とを含み、上記医療弁が、弾力部材も有する、ステ
ップと；
　上記回転部材に接触させるために、上記入口から医療用具を挿入するステップと；
　上記部材チャネルが上記入口と上記出口とを流体接続するまで、上記回転部材を回転お
よび上記弾力部材に沿って摺動させるために、上記ハウジング内で上記医療用具を遠位に
移動させるステップと；
　上記弁を通して、上記医療用具と上記患者との間で流体を輸送するステップ
　を含む、方法。
（項目７４）
　上記部材チャネルが上記入口と上記出口とを流体接続するときに、上記弁が、上記入口
と上記出口との間に流体チャネルを形成し、上記流体チャネルが、実質的に縦方向に向け
られる、項目７３に記載の方法。
（項目７５）
　上記弾力部材が、上記入口および上記出口がずれるように、上記回転部材に付勢し、上
記ずれにより、上記弁が、上記弁を通る流体の流れを妨げる閉鎖モードになる、項目７３
に記載の方法。
（項目７６）
　上記医療用具が、その遠位端に標準的なルアーテーパを有するシリンジである、項目７
３に記載の方法。
（項目７７）
　上記回転部材が、近位露出表面を有し、移動させるステップが、上記近位露出表面に沿
って上記医療用具を摺動させるステップを含む、項目７３に記載の方法。
（項目７８）
　上記医療用具を遠位に移動することにより、上記回転部材が回転方向にのみ移動し、上
記回転要素が、実質的に縦方向に移動しない、項目７３に記載の方法。
（項目７９）
　上記弁を開放モードから閉鎖モードに移行させるために、上記医療用具を一定速度で近
位に移動させるステップをさらに含み、上記回転部材の上記回転速度が、上記閉鎖モード
に向かって回転するに伴い減少する、項目７３に記載の方法。
（項目８０）
　上記弁を開放モードから閉鎖モードに移行させるために、上記医療用具を近位に移動さ
せるステップをさらに含み、上記医療用具を近位に移動させるときに、上記弁が、実質的
に中立の流体移動を有する、項目７３に記載の方法。
（項目８１）
　上記回転部材が上記弾力部材に沿って摺動する実質的に全時間において、上記医療用具
が上記回転部材に接触する、項目７３に記載の方法。
（項目８２）
　輸送するステップが、上記医療用具から上記患者に流体を注入するステップを含む、項
目７３に記載の方法。
（項目８３）
　上記入口に上記医療用具を挿入した後に、上記出口を通る正の流体移動を生み出すステ
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ップをさらに含む、項目７３に記載の方法。
（項目８４）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、上記可動部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために可動であ
り、上記部材チャネルが、上記開放モード時に、上記入口と上記出口とを流体連通する、
可動部材と；
　上記出口と流体連通する部材流路を有する弾力部材であり、上記開放モードと上記閉鎖
モードとの間を移行するときに、上記可動部材が上記弾力部材に沿って摺動する、弾力部
材
　を含み、
　上記弾力部材が、通常、上記部材流路のまわりにフランジを有し、上記可動部材が上記
フランジを圧迫し、上記閉鎖モード時に、上記フランジが、上記部材チャネルから上記部
材流路の流体連通を断つ、医療弁。
（項目８５）
　上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記開放モード時に、上記フランジが、概ね上
記遠位開口部のまわりにある、項目８４に記載の医療弁。
（項目８６）
　上記開放モード時に、上記フランジが、上記遠位開口部のまわりを概ね密封する、項目
８５に記載の医療弁。
（項目８７）
　上記可動部材が回転部材である、項目８４に記載の医療弁。
（項目８８）
　上記フランジが、上記部材流路の上に張り出す、項目８４に記載の医療弁。
（項目８９）
　上記可動部材が、上記フランジと接触する上記可動部材の上記部分の輪郭と概ね相補的
な上記輪郭を伴う表面を有するように、上記フランジを圧迫する、項目８４に記載の医療
弁。
（項目９０）
　上記フランジが、上記可動部材に対してワイプすることにより、効果的にワイパーシー
ルを形成する、項目８４に記載の医療弁。
（項目９１）
　上記弁が、上記開放と閉鎖モードの間を移行する全時間において、上記可動部材が、上
記フランジを圧迫する、項目８４に記載の医療弁。
（項目９２）
　上記弾力部材が、シリコーンを含む、項目８４に記載の医療弁。
（項目９３）
　上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記弁が部分開放モードを有し、上記部分開放
モード時に、上記遠位開口部が、上記フランジの第一部分と第二部分の間にあり、上記部
分開放モード時に、上記第一部分が上記遠位開口部を横切って伸び、上記部分開放モード
時に、上記フランジの上記第二部分が上記遠位開口部の半径方向外側にある、項目８４に
記載の医療弁。
（項目９４）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、上記可動部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために可動であ
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り、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通する、
可動部材と；
　近位開口部を伴う部材流路を有する弾力部材であり、上記弾力部材が、上記部材流路の
上記近位開口部のまわりにフランジも有し、上記閉鎖モード時に、上記フランジが上記近
位開口部を密封する、弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目９５）
　上記部材流路が、遠位端と、上記近位開口部と上記遠位端との間の内側部分とを有し、
上記部材流路の内寸の大きさが、上記近位開口部から上記内側部分にかけて増加する、項
目９４に記載の医療弁。
（項目９６）
　上記可動部材が、上記フランジと接触する上記可動部材の上記部分の輪郭に概ね対応す
る上記輪郭に、上記フランジを圧迫する、項目９４に記載の医療弁。
（項目９７）
　上記閉鎖モード時に、上記フランジが、上記部材チャネルから上記部材流路の流体連通
を断つ、項目９４に記載の医療弁。
（項目９８）
　上記部材チャネルが遠位開口部を有し、上記開放モード時に、上記フランジが、概ね上
記遠位開口部のまわりにある、項目９４に記載の医療弁。
（項目９９）
　上記開放モード時に、上記フランジが、上記遠位開口部のまわりを概ね密封する、項目
９８に記載の医療弁。
（項目１００）
　上記可動部材が回転部材である、項目９４に記載の医療弁。
（項目１０１）
　上記弾力部材が、上記可動部材を支持する、項目９４に記載の医療弁。
（項目１０２）
　上記可動部材が、上記閉鎖モードにおいて、上記近位開口部を密封するために上記フラ
ンジを圧迫する、項目９４に記載の医療弁。
（項目１０３）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動手段であり、上記可動手段が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために可動であ
り、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通する、
可動部材と；
　上記出口と流体連通する部材流路を有する弾力部材であり、上記開放モードと上記閉鎖
モードとの間を移行するときに、上記可動手段が上記弾力部材に沿って摺動する、弾力部
材
　を含み、
　上記弾力部材が、通常、上記部材流路のまわりに密封用手段を有し、上記可動手段が上
記密封手段を圧迫し、上記閉鎖モード時に、上記密封手段が、上記部材チャネルから上記
部材流路の流体連通を断つ、医療弁。
（項目１０４）
　上記密封手段が、フランジを含む、項目１０３に記載の医療弁。
（項目１０５）
　上記可動手段が、回転部材を含む、項目１０３に記載の医療弁。
（項目１０６）
　上記密封手段が、上記部材流路の近位開口部を形成し、上記近位開口部が周辺部を有し
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、上記密封手段が、上記開放および閉鎖モードの両方において、上記近位開口部の上記周
辺部を密封する、項目１０３に記載の医療弁。
（項目１０７）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口部分と出口部分とを有するハウジングと；
　突出部材を有する回転部材と；
　上記突出部材と嵌合する相補的表面を有する弾力部材
　を含み、
　上記ハウジングの上記入口部分および出口部分が、上記突出部材を上記弾力部材に対し
て圧迫することにより、上記弁を上記閉鎖モードに付勢する、医療弁。
（項目１０８）
　上記ハウジングが出口を有し、上記弾力部材が、上記出口と流体連通する流路も有し、
上記入口および出口部分が、上記突出部材を上記弾力部材に対して圧迫することにより、
上記閉鎖モードにおいて上記弾力部材の上記流路を密封する、項目１０７に記載の医療弁
。
（項目１０９）
　上記回転部材が、上記開放モード時に実質的に漏れがなく上記流路と流体連通する、部
材チャネルを含み、上記開放モード時に、上記部材チャネルが上記流路に界面で接触し、
上記開放モード時に、上記突出部材の上記弾力部材に対する圧迫が界面を密封することに
より、上記実質的に漏れがない流体連通を提供する、項目１０８に記載の医療弁。
（項目１１０）
　上記弾力部材が、上記ハウジングの上記入口部分に接触する、近位に設置された表面を
有し、上記近位に設置された表面の少なくとも一部が、通常は上記相補的表面から通常距
離であり、上記突出部材が所定の厚みであり、上記所定の厚みが、上記通常距離より大き
い、項目１０７に記載の医療弁。
（項目１１１）
　上記弾力部材が、上記相補的表面の遠位に開口部を有し、上記開口部が、上記弾力部材
の変形を許容する、項目１０７に記載の医療弁。
（項目１１２）
　上記突出部材が、上記相補的表面の第一部分と、上記相補的表面の第二部分とに各自が
それぞれ接触する、第一および第二突出部材を含み、上記相補的表面が、上記第一部分と
第二部分の間に第三部分も有し、上記第一、第二、および第三部分が、通常、実質的に平
面の表面を形成する、項目１０７に記載の医療弁。
（項目１１３）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能
であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　上記入口と上記出口との流体接続を断つために、上記回転部材に付勢する弾力部材であ
り、上記弾力部材が、上記回転部材の縦方向の移動を実質的に妨げるために上記回転部材
と嵌合する相補的部分を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目１１４）
　回転部材が、入口に挿入された上記医療用具に接触するように近位に露出された用具表
面を有し、上記医療用具が上記回転部材に遠位方向の力を加えた後に、上記回転部材を軸
のまわりで回転させるように、上記用具表面が配置される、項目１１３に記載の医療弁。
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（項目１１５）
　上記軸が、上記弁の上記縦軸に実質的に直交する、項目１１４に記載の医療弁。
（項目１１６）
　上記弾力部材の上記相補的部分が、通常、上記弁の上記縦軸のまわりの捩れを共同で防
ぐ、第一および第二隣接壁を有する、項目１１３に記載の医療弁。
（項目１１７）
　上記第一壁が、通常、上記第二壁に直交する、項目１１６に記載の医療弁。
（項目１１８）
　上記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、上記回転部材が、上記弾力部材に
沿って摺動する、項目１１３に記載の医療弁。
（項目１１９）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口を伴う内部を有するハウジングと；
　上記ハウジングの上記内部内の回転部材であり、上記回転部材が、概ね平面の嵌合表面
を伴う突出部材を有し、上記回転部材が、上記嵌合表面と平行でない、概ね平面の用具表
面も有し、上記入口に挿入された医療用具との接触を可能にするために、上記用具表面が
上記入口に露出される、回転部材と；
　上記回転部材を閉鎖モードに付勢するために、上記突出部材の上記嵌合表面と嵌合する
相補的表面を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目１２０）
　上記ハウジングが出口を有し、上記回転部材が中を通る部材チャネルも有し、上記回転
部材が、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために、上記弾力部材
の上記力に反して回転可能であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口
と上記出口とを流体連通する、項目１１９に記載の医療弁。
（項目１２１）
　上記弾力部材が、エラストマを含む、項目１１９に記載の医療弁。
（項目１２２）
　上記ハウジングが出口を形成し、上記閉鎖モード時に、上記突出部材の上記嵌合表面が
、概ね上記出口に面する、項目１１９に記載の医療弁。
（項目１２３）
　上記回転部材が、実質的に上記弾力部材に対して縦方向に可動でない、項目１１９に記
載の医療弁。
（項目１２４）
　上記入口において、スワブ可能シールを更に含む、項目１１９に記載の医療弁。
（項目１２５）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、上記部材チャネルが、上記可動部材の近
位開口部と遠位開口部との間に伸び、上記可動部材が、上記弁を上記閉鎖モードから上記
開放モードに移行させるために所定の方向に可動であり、上記開放モード時に、上記部材
チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通する、可動部材
　を含み、
　上記部材チャネルの上記遠位開口部が、上記所定の方向と概ね平行である所定の寸法を
有し、上記遠位開口部が、上記所定の寸法に概ね直交する第二寸法も有し、上記所定の寸
法が上記第二寸法より小さい、医療弁。
（項目１２６）
　上記閉鎖モード時に上記部材チャネルの上記遠位開口部を密封する弾力部材をさらに含
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む、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１２７）
　上記弾力部材が、上記可動部材を閉鎖位置へ付勢する、項目１２６に記載の医療弁。
（項目１２８）
　上記弾力部材が、上記出口と流体連通する所定の流路を有し、上記所定の流路が、第一
唇弁と第二唇弁とにより画定される近位開口部を有し、上記第一唇弁と第二唇弁の間の距
離が、上記所定の寸法よりも大きく、上記閉鎖モードから上記開放モードに移行するとき
に、上記遠位開口部が、少なくとも部分的に上記第一唇弁を通過する、項目１２６に記載
の医療弁。
（項目１２９）
　上記開放モード時に、上記部材チャネルの上記遠位開口部が、上記第一唇弁と上記第二
唇弁の間にある、項目１２８に記載の医療弁。
（項目１３０）
　上記開放モード時に、上記遠位開口部が、上記第二唇弁よりも上記第一唇弁に近い、項
目１２９に記載の医療弁。
（項目１３１）
　上記可動部材が回転部材である、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３２）
　上記遠位開口部が、長寸法と短寸法とを伴う概ね長方形であり、上記短寸法が上記所定
の寸法であり、上記長寸法が上記第二寸法である、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３３）
　上記遠位開口部が、長軸と短軸とを伴う概ね楕円形であり、上記短軸が上記所定の寸法
であり、上記長軸が上記第二寸法である、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３４）
　上記部材チャネルの上記近位開口部が、上記遠位開口部により画定される面積よりも大
きな上記面積を画定する、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３５）
　上記部材チャネルの上記近位開口部が、標準的なルアーの上記外寸よりも大きな寸法を
有する、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３６）
　上記第二寸法が、上記所定の寸法より約二倍以上大きい、項目１２５に記載の医療弁。
（項目１３７）
　上記可動部材が、上記所定の方向だけに動くように、実質的に拘束される、項目１２５
に記載の医療弁。
（項目１３８）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、上記部材チャネルが、上記可動部材の近
位開口部と遠位開口部との間に伸び、上記可動部材が、上記弁を上記閉鎖モードから上記
開放モードに移行させるために可動であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、
上記入口と上記出口とを流体連通する、可動部材と；
　上記閉鎖モード時に上記部材チャネルの上記遠位開口部を密封する弾力部材であり、上
記部材チャネルが、概ね遠位に減少する内寸を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
（項目１３９）
　上記部材チャネルが、遠位に次第に細くなる、項目１３８に記載の医療弁。
（項目１４０）
　上記可動部材が回転部材である、項目１３８に記載の医療弁。
（項目１４１）
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　上記弾力部材が、上記可動部材を閉鎖モードに付勢する、項目１３８に記載の医療弁。
（項目１４２）
　上記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、上記可動部材が上記弾力部材に沿
って摺動する、項目１３８に記載の医療弁。
（項目１４３）
　上記遠位開口部が、概ね上記可動部材の移動の方向に第一内寸を有し、上記遠位開口部
が、概ね直交する内寸を有し、上記第一内寸が、上記概ね直交する内寸より小さい、項目
１３８に記載の医療弁。
（項目１４４）
　上記部材チャネルの上記近位開口部が、第一断面積を有し、上記部材チャネルの上記遠
位開口部が、第二断面積を有し、上記第一断面積が、上記第二断面積より大きい、項目１
３８に記載の医療弁。
（項目１４５）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　遠位に向けられた力に応じて移動する手段であり、上記移動手段が、中を通る部材チャ
ネルを有し、上記部材チャネルが、上記移動手段の近位開口部と遠位開口部との間に伸び
、上記移動手段が、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために所定
の方向に可動であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口と
を流体連通する、手段と；
　を含み、
　上記部材チャネルの上記遠位開口部が、上記所定の方向と概ね平行である所定の寸法を
有し、上記遠位開口部が、上記所定の寸法に概ね直交する第二寸法も有し、上記所定の寸
法が、上記第二寸法より小さい、医療弁。
（項目１４６）
　上記可動手段が可動部材を含む、項目１４５に記載の医療弁。
（項目１４７）
　上記移動手段が回転部材を含む、項目１４５に記載の医療弁。
（項目１４８）
　上記閉鎖モード時に上記部材チャネルを通る流体の流れを妨げるための弾力手段をさら
に含む、項目１４５に記載の医療弁。
（項目１４９）
　上記弾力手段が、上記移動手段を閉鎖モードに付勢する、項目１４８に記載の医療弁。
（項目１５０）
　上記遠位に向けられた力が、上記入口から挿入された医療用具からのものである、項目
１４５に記載の医療弁。
（項目１５１）
　上記部材チャネルが、概ね遠位に次第に細くなる、項目１４５に記載の医療弁。
（項目１５２）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　上記入口と上記出口とを交互に流体接続するための、上記ハウジング内の弁機構であり
、上記入口と出口とが流体接続しているときに、上記弁が上記開放モードである、弁機構
と；
　を含み、
　上記入口への医療用具の挿入により、上記出口で正の流体移動が生じ、
　上記弁が上記開放モードから上記閉鎖モードへ移行する際の、上記医療用具の回収によ
り、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、上記医療弁。
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（項目１５３）
　上記弁機構が、
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能
であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　上記回転部材を支持する弾力部材
　を含む、項目１５２に記載の医療弁。
（項目１５４）
　上記弾力部材が、上記回転部材を上記閉鎖モードに向けて付勢し、上記開放モードと閉
鎖モードの間を回転するときに、上記回転部材が上記弾力部材に沿って摺動する、項目１
５３に記載の医療弁。
（項目１５５）
　上記回転部材が、上記医療用具の縦方向挿入速度の関数である角速度で回転し、上記医
療用具が実質的に一定の速度で縦方向に移動するときに、上記回転部材が可変的回転速度
で回転する、項目１５３に記載の医療弁。
（項目１５６）
　上記医療用具が、所定の第一距離単位を近位に移動するときに、上記回転部材が、第一
弧に沿って上記開放モードから初期閉鎖位置へ回転し、上記医療用具が、上記第一弧の端
から所定の第二距離単位を近位に移動するときに、上記回転部材が、第二弧に沿って上記
初期閉鎖位置から第二閉鎖位置へ回転し、
　上記所定の第一および第二距離単位が、実質的に同じであり、上記第一弧が、上記第二
弧より大きい、項目１５３に記載の医療弁。
（項目１５７）
　上記回転部材が、上記開放モードから上記閉鎖モードへ移動するために、約十五度以下
回転する、項目１５３に記載の医療弁。
（項目１５８）
　上記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、項目１５３に記載の医療弁。
（項目１５９）
　上記弾力部材が、上記回転部材を支持する凹面を有する、項目１５３に記載の医療弁。
（項目１６０）
　医療弁を患者に接続するステップであり、上記医療弁が、入口と出口とを有するハウジ
ングと、上記ハウジング内の弁機構とを含む、ステップと；
　上記弁機構を開くために、上記入口から医療用具を挿入するステップであり、上記医療
用具の挿入により、上記出口で正の流体移動が生じる、ステップと；
　上記弁を通じて、上記医療用具と上記患者との間で流体を輸送するステップと；
　上記ハウジングの上記内部から上記医療用具を回収するステップであり、上記医療用具
の回収により、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じるステップと
　を含む、方法。
（項目１６１）
　上記弁機構が、中を通る部材チャネルを伴い、近位露出表面を有する回転部材を含み、
上記方法が、上記入口と上記出口とを流体接続するために上記回転部材を回転させるため
に、上記回転部材の上記近位露出表面の上で上記医療用具を摺動させるステップをさらに
含む、項目１６０に記載の方法。
（項目１６２）
　上記弁機構が、上記回転部材を閉鎖位置に向けて付勢する弾力部材も有する、項目１６
１に記載の方法。
（項目１６３）
　上記回転部材が、上記開放モードに向かって回転するに伴い、上記回転部材が、上記医
療用具の遠位移動の縦方向長さにつきより大きな角速度で回転する、項目１６１に記載の
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方法。
（項目１６４）
　回収の間に、上記回転部材の約十五度の回転の範囲内で、上記部材チャネルが上記入口
および出口の流体接続を断ち、その後、上記回転部材が、上記医療用具が上記回転部材の
上記近位露出表面にもはや接触しない休止位置へ、追加的な回転距離を回転する、項目１
６１に記載の方法。
（項目１６５）
　上記回転部材が回転する実質的に全時間において、上記医療用具が上記回転部材に接触
する、項目１６１に記載の方法。
（項目１６６）
　上記医療用具が、その遠位端に標準的なルアーテーパを有するシリンジである、項目１
６０に記載の方法。
（項目１６７）
　上記中立の流体移動により、プラスまたはマイナス約一マイクロリットルの逆流が生じ
る、項目１６０に記載の方法。
（項目１６８）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能
であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通す
る、回転部材
　を含み、
　上記回転部材が上記開放モードに向かって回転するに伴い、上記回転部材が、上記医療
用具の遠位移動の縦方向長さにつきより大きな角速度で回転する、医療弁。
（項目１６９）
　上記医療用具が上記回転部材に接触する後まで、上記回転部材が回転しない、項目１６
８に記載の医療弁。
（項目１７０）
　上記回転部材が、初期閉鎖位置と全開位置とを有し、上記二つの位置の間の上記角距離
が、約十五度以下である、項目１６８に記載の医療弁。
（項目１７１）
　上記回転部材が休止位置を有し、上記休止位置と全開位置との間の上記角距離が、約十
五度より大きい、項目１７０に記載の医療弁。
（項目１７２）
　上記回転部材が、上記弁が上記開放モードと閉鎖モードの間を移行する際に上記医療用
具に対してカム表面としての役割をする、近位露出表面を有する、項目１６８に記載の医
療弁。
（項目１７３）
　上記弁が上記開放モードから上記閉鎖モードへ移行する際の、上記医療用具の回収によ
り、上記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、項目１６８に記載の医療弁。
（項目１７４）
　上記入口への上記医療用具の挿入により、上記出口で正の流体移動が生じる、項目１７
３に記載の医療弁。
（項目１７５）
　弾力部材をさらに含み、上記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、上記回転
部材が上記弾力部材に対して摺動する、項目１６８に記載の医療弁。
（項目１７６）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
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弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能
であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通す
る、回転部材
　を含み、
　上記医療用具が上記入口に挿入されてないときに、上記回転部材が休止位置を有し、上
記開放モード時に、上記回転部材が開放位置を有し、
　上記開放モードから上記閉鎖モードに移行するときに、上記回転部材が上記開放位置か
ら中間位置へ回転し、上記中間位置が、上記開放位置と上記休止位置との間にあり、
　上記開放位置から上記中間位置に回転するときに、上記回転部材が、上記医療用具の遠
位移動の縦方向長さにつき第一角速度で回転し、上記中間位置から上記休止位置に回転す
るときに、上記回転部材が、上記医療用具の遠位移動の縦方向長さにつき第二角速度で回
転し、上記第一角速度が、上記第二角速度より大きい、医療弁。
（項目１７７）
　上記回転部材を上記休止位置へ付勢する弾力部材をさらに含む、項目１７６に記載の医
療弁。
（項目１７８）
　上記回転部材が上記開放位置にある時に、上記弾力部材が第一付勢力を提供し、上記回
転部材が上記中間位置にある時に、上記弾力部材が第二付勢力を提供し、上記第一付勢力
が、上記第二付勢力より大きい、項目１７７に記載の医療弁。
（項目１７９）
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、上記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　上記入口と上記出口とを交互に流体接続するための、上記ハウジング内の弁機構であり
、上記入口と出口とが流体接続しているときに、上記弁が上記開放モードである、弁機構
と；
　を含み、
　上記入口への医療用具の挿入により、上記出口で正の流体移動が生じ、
　上記弁が上記開放モードから上記閉鎖モードへ移行する際の、上記医療用具の回収によ
り、プラス二マイクロリットルとマイナス二マイクロリットルの間の流体移動が生じる、
医療弁。
（項目１８０）
　上記弁機構が、
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、上記回転部材が、医療用具を上記入口に
挿入した後に、上記弁を上記閉鎖モードから上記開放モードに移行させるために回転可能
であり、上記開放モード時に、上記部材チャネルが、上記入口と上記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　上記回転部材を支持する弾力部材
　を含む、項目１７９に記載の医療弁。
（項目１８１）
　上記弾力部材が、上記回転部材を上記閉鎖モードに向けて付勢し、上記開放モードと閉
鎖モードの間を回転するときに、上記回転部材が上記弾力部材に沿って摺動する、項目１
８０に記載の医療弁。
 
　当業者は、以下にまとめた図面に関連して記載される、以下の「発明を実施するための
最良の形態」から、本発明の様々な実施形態の利点をより完全に理解するはずである。
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